
　

学
校
と
地
域
が
「
こ
ん
な
子
ど
も
を
育
て
た
い
」
と
い
う
願
い
を
共

有
し
な
が
ら
、
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
を
育
て
る
持
続
可
能
な
仕
組
み

を
持
っ
た
、
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
町
内
公
民
館
や
子
ど
も
会
育
成
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、
子
ど
も
を
取

り
巻
く
地
域
関
係
団
体
と
の
一
層
の
連
携
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

未満児から年長児91名
入園児26名（南郷保育園）

両親おそろいでの記念撮影
入園児21名（本郷南幼稚園）

「本郷小学校応援団」昨年度スタート
その基盤となる学校サポート事業は５年目

「女鳥羽中（メッチュウ）応援団」スタート
地域と連携した取り組みに期待

　

こ
の
４
月
に
観
光
温
泉
課
か
ら
人
事
異

動
で
ま
い
り
ま
し
た
。
本
郷
地
区
の
皆
さ

ん
に
は
、
前
職
時
に
ツ
ー
ル
・
ド
・
美
ヶ

原
高
原
自
転
車
レ
ー
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

や
浅
間
温
泉
会
館
の
維
持
管
理
、
美
鈴
湖

の
活
性
化
、
下
浅
間
広
場
の
開
設
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
文
化
と
歴
史
の
薫
る
本
郷
地
区
は
、
松
明
祭
り
や
新
そ
ば
祭
り
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
沢
山
あ
り
、
ま
た
、
福
祉
ひ
ろ
ば
が
２
館
あ
り

地
域
福
祉
の
先
進
地
で
あ
る
と
共
に
、
公
民
館
活
動
を
初
め
と
し
た
地

域
活
動
が
活
発
な
と
こ
ろ
と
の
印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
縁
が
あ
っ
て
本
郷
地
区
の
皆
さ
ん
と
地
域
づ
く
り
を
ご
一
緒

さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
皆
さ
ん

の
活
動
を
支
え
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な

り
協
働
し
て
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

共
に
地
域
力
の
要
、
殊
に
後
者
は
子
ど
も

を
豊
か
な
社
会
の
担
い
手
に
育
て
る
た
め
の

集
ま
り
、責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

夕
闇
迫
る
ま
で
子
ど
も
達
の
遊
ぶ
は
し
ゃ

ぎ
声
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
街
角
は
、
今
や
習

い
事
や
塾
通
い
で
希
有
な
光
景
と
な
り
ま
し
た
が
「
子
ど
も
は
外
で
の

仲
間
遊
び
や
地
域
行
事
に
参
加
す
る
」
こ
と
で
、
自
主
性
や
協
調
性
を

培
い
地
域
社
会
で
生
き
抜
く
す
べ
を
得
ま
す
。
今
、
求
め
る
の
は
安
心

し
て
安
全
に
遊
べ
る
地
域
環
境
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
子
ど
も
会
育
成
会
の
役
員
は
保
護
者
が
担
っ
て
い
ま
す
が
、
会

の
趣
旨
は
地
域
ぐ
る
み
で
「
地
域
の
明
日
を
担
う
子
ど
も
は
地
域
が
守
り

地
域
が
育
む
」
即
ち
、
地
域
住
民
の
提
言
を
賜
り
学
校
、
保
護
者
、
地

域
の
大
人
が
連
携
共
働
し
育
て
上
げ
る
処
に
あ
り
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ

ど
お
願
い
致
し
ま
す
。 地域づくりは

市民と協働で
地域で子ども
を育てる

美
ヶ
原
高
原
を
歩
こ
う

ナ
イ
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

図
書
委
員
会
文
化
講
座

文
化
施
設
視
察

町
会
対
抗
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

町
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

本
郷
地
区
文
化
祭

本
郷
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

図
書
委
員
会
文
化
講
座

本
郷
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ツ
ー
ル
・
ド
・
美
ヶ
原

浅
間
温
泉
夏
祭
り

浅
間
温
泉
夕
市

浅
間
温
泉
新
そ
ば
祭
り

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
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　平成 27 年 5 月 1 日現在
 人　口  14,347 人
 男　性 　6,932 人
 女　性 　7,415 人
 世帯数 　6,467 戸

ご入園ご入学おめでとうございます
新学期始まる

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任
し
て

町
内
公
民
館
長
会
長
・
子
ど
も
会
育
成
会
長
と
な
っ
て
　

山や
ま

田だ

　
正た
だ
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姥う
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が
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勇い
さ
む
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テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
向
か
い
側
に

あ
る
「
山
の
上
ホ
テ
ル
」
と
書
か
れ

た
建
物
に
お
住
い
の
平
沢
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
「
山
の
上
ホ
テ
ル
」
は
亡
き
御
主

人
が
建
て
ら
れ
、
当
時
は
学
生
の
競

技
大
会（
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
）

や
多
く
の
人
々
が
利
用
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
後
、
10
軒
く
ら
い
の

旅
館
が
参
加
し
、
浅
間
温
泉
第
二
旅

館
組
合
を
設
立
。
最
後
く
ら
い
に
ア

ル
ペ
ン
浅
間
荘
が
組
合
に
入
っ
た

よ
う
で
す
。
浅
間
か
ら
大
村
に
か
け

て
の
女
性
た
ち
が
食
事
づ
く
り
等

の
お
手
伝
い
に
来
て
く
れ
、
多
い
に

賑
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

平
沢
さ
ん
ご
自
身
は
長
女
で
し

た
が
、
学
校
で
勉
強
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
く
、
長
野
県
女
子
専
門

学
校
（
現
在
の
県
短
大
）
を
卒
業
し

ま
し
た
。
そ
の
頃
は
公
立
の
女
子
専

門
学
校
は
全
国
で
も
10
校
位
し
か

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
卒
業
し
た
の

は
戦
前
で
、
長
い
こ
と
高
校
の
国
語

の
先
生
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

初
め
て
の
赴
任
先
は
松
本
第
二

高
等
女
学
校
で
し
た
。
石
井
柏
亭
の

お
嬢
さ
ん
が
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
は
松
本
女
子
師
範
と
同
じ
校

舎
で
、
大
部
屋
の
職
員
室
で
一
緒
に

や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
後
の
学
制

改
革
で
師
範
は
国
立
に
、
女
学
校
は

新
制
高
校
と
し
て
蟻
ケ
崎
高
校
に

移
管
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
引
っ

越
し
が
大
変
で
、
机
等
は
ト
ラ
ッ
ク

で
運
び
ま
し
た
が
、
イ
ス
等
は
担
い

で
運
ん
だ
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

蟻
ケ
崎
高
校
を
皮
切
り
に
、
上
田

染
谷
高
校
に
6
年
、
豊
科
高
校
に
３

年
、
そ
し
て
美
須
々
ケ
丘
高
校
に
赴

任
さ
れ
ま
し
た
。
豊
科
高
校
の
頃
は

バ
ス
通
勤
で
、
よ
く
上
浅
間
か
ら
小

口
先
生
、
保
健
婦
の
方
と
共
に
大
名

町
で
乗
り
継
い
で
通
っ
た
思
い
出

を
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

御
主
人
は
ホ
テ
ル
業
で
し
た
が
、

奥
様
の
職
業
も
尊
重
さ
れ
て
、
辞
め

な
い
で
教
員
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
で
も
、
昔
学
生
の
時
に
泊
っ
た
と

い
っ
て
懐
か
し
が
っ
て
訪
ね
て
く

れ
る
人
が
い
ま
す
。

　

長
い
人
生
を
生
き
て
、
切
り
替
っ

て
い
く
時
代
を
大
過
な
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
皆
様
方
の

お
蔭
で
す
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。（聞

き
取
り　

地
区
民
生
委
員
）

❸ 12/7 麻績宿

❼ 4/19 丹波島宿

❸ 12/7 青柳宿

❻ 3/15 稲荷山宿

❷ 11/24 会田宿

❺３/１出川宿

❶ 11/16 岡田宿

❹ 12/21 洗馬宿

　宵祭りでは、ビンゴゲームやお餅拾い、マジックショー、
屋台も出て賑わいました。本祭りでは、子ども・大人神輿が
行われ「わっしょい、わっしょい」の掛け声のもと、賑やか
に町内を練り歩きました。

　諏訪神社の姫宮としての社宮司(しゃぐうじ)は、
「しゃもじ」とも聞こえたため、今も拝殿にしゃもじ
が奉納されています。本祭りには平成元年に作製さ
れた干支車が引き廻され、お祭りを盛り上げました。

　

昨
年
11
月
か
ら
、
村
田
正
幸
氏
を
講
師
に
全

８
回
で
行
わ
れ
た
こ
の
講
座
は
、
５
月
の
善
光

寺
参
り
を
持
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
者
20

名
。「
歴
史
の
道
」
を
堪
能
す
る
旅
で
し
た
。
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平ひ
ら

沢さ
わ

　
慰や

す

子こ

浅
間
温
泉
第
４
町
会

長い人生を
生きて

横
田
神
社
（
横
田
町
会
）

社
宮
司
神
社（
大
村
南
町
会
）

5/35/3

本
郷
地
区
内
人
事
異
動

◆本郷幼稚園長　　　　　近松知志子 → 高山　理惠

◆本郷南幼稚園長　　　　井上　雅子 → 寺島　洋子

◆浅間児童センター館長　松島香枝子 → 宮下　佳子

◆南郷児童館長　　　　　岡部　　睦 → 横山まどか

◆南郷こどもプラザ長　　田巻　宏子 → 生田惠津子

◆東部給食センター長　　市川　尚文 → 高山　明博

◆地域づくりセンター長　藤井　卓哉 → 山田　　正

◆地域づくりセンター長補佐　清澤美保子 → 山田　秀明

◆町内公民館長会長　　　古川　満夫 → 姥貝　　勇

◆浅間温泉観光協会専務理事　中沼　博史 → 寺沢　　健

◆浅間温泉交番所長　　　山田　勇次 → 串原　栄行

◆女鳥羽中学校長　　　　窪田　　守 → 赤羽　秀俊


